
 1 

第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 第３回武蔵村山市男女共同参画推進市民委員会 

開 催 日 時 平成２８年９月１５日（木）午後６時３０分 ～ ８時 

開 催 場 所 中部地区会館（市役所４階）４０３集会室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：安島てつや、金子彰子、木下幸子、波多野愛子、福岡祐子 

    松木愛梨、峰岸喬、山内かよ子、小栁貴子、杉本崇 

    緑が丘ふれあいセンター長 

（事務局）協働推進課主査、協働推進課主事 

報 告 事 項 
１ 第２回会議録について 

２ 諸外国における女性活躍の推進に関する取組 

議 題 男女共同参画啓発事業について 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

 

男女共同参画啓発事業について 

 

（実施内容） 

 ＬＧＢＴ及び市民委員会の認知度を測るアンケートと、ＬＧＢＴに関す

る簡単なクイズの展示を行う。アンケートはシールを貼って回答する形式

とし、回答用紙は模造紙で作成する。また、ＬＧＢＴの相談窓口等を周知

する資料を配布する。 

 

（啓発物品） 

 ＬＧＢＴの社会運動を象徴するレインボーカラーをプリントしたバッグ

を作成する。ただし、費用が高額で十分な数量を作成できない場合は、タ

オル等の代替案を検討する。 

 

（当番） 

 １０月２９日（土） 

  午前：金子委員、福岡委員、（木下委員） 

  午後：波多野委員、木下委員 

 １０月３０日（日） 

  午前：峰岸委員、山内委員、（木下委員）（松木委員） 

  午後：小栁委員、松木委員、（木下委員） 

 

その他 

第５回会議は、平成２８年１２月１５日（木）午後６時３０分から開催

する。場所については事務局から改めて通知する。 

   

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項１ 第２回会議録について 

 

-修正等なし- 

 

報告事項２ 諸外国における女性活躍の推進に関する取組 

 

● 近隣市町村など、身近なところで先進的な取組を行っている自治体は
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（発信者） 

◎印：委員長 

○印：副委員長 

●印：委員 

△印：センター長 

□印：事務局 

 

ないのか。 

□ 都内の市町村で、特別先進的な事例は見当たらない。自治体だけでな

く、企業等の取組も含め、今後調査をしていきたい。 

◎ 今回の報告では、諸外国の子育て支援に関する状況と女性活躍に関す

る状況をまとめてもらったが、市民委員会が活動していく方向性や、啓

発を行うポイントを絞っても良いのではないか。 

● 市はどの分野に力を入れて推進したいと考えているのか。 

□ 市としては、特定の分野に絞って推進するということはない。子育

て、ＤＶなど様々な分野を、子どもから高齢者まで幅広い市民に対し、

男女共同参画を全般的に推進していかなければならない。 

● 市民委員会では、分野を絞って活動した方が良い。男女共同参画の全

般的な推進というのは漠然としている。 

● 市の男性職員の育休の取得率は非常に低いとのことだが、市全体では

どのような状況なのか気になる。 

● 以前保健相談センターに勤めていたが、子どもの健診に父親が同伴す

ることが、少しずつだが増えてきたように感じた。 

◎ 男性として、どのように子育て支援の推進に関われると思うか。 

● 法律や制度を変えることは難しい。一人ひとりが身の回りの小さなこ

とから、意識や行動を変えていくことが大切であると思う。 

● 現在では孫育て休業を実施しているような企業もある。 

● 市内の企業ではどのような取組を行っているか調査してもらいたい。 

 

 

議題 男女共同参画啓発事業について 

 

（実施内容） 

 

△ 男女共同参画の推進とは、女性だけでなく男性、高齢者、子どもなど

すべての人に関わることである。そのような観点から、近年注目されて

いるＬＧＢＴをテーマにしてはどうか。ＬＧＢＴにはレインボーカラー

という象徴があり、注目や関心を引きやすいので啓発に繋げやすいので

はないか。 

● 私もＬＧＢＴという言葉について、様々な場面で目にすることで少し

ずつ馴染んできた。まず知ってもらうきっかけを作ることも大切ではな

いか。 

● 引き付けるフレーズやインパクトがあると良い。高齢者などＬＧＢＴ

という言葉に馴染みがない人にも、祭りの盛り上がりを活かして啓発で

きるのではないか。 

◎ ふれあいセンターや、市民委員会の存在を知ってもらうことも大切で

ある。 

● 子ども連れの来場者が多いが、クイズやゲームがあると子どもが率先

してやっている。 

● アンケートの内容はシンプルな方が良い。 

□ 自治会の啓発ブースでは、模造紙を張り出し、シールを貼って回答し

てもらう手法で行っている。 

◎ ＬＧＢＴと市民委員会について、知っているか知らないかを問うアン

ケートと、ＬＧＢＴに関するクイズを実施することで良いか。 

 

-異議なし- 
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● 来場者の中には、ＬＧＢＴ当事者もいるかもしれない。相談窓口等が

掲載された資料を配ってはどうか。 

 

（啓発物品） 

 

● 当日は物品を配布しているブースが多いので、バッグが良いのではな

いか。 

△ レインボーカラーを取り入れたエコバッグはどうか。 

 

-異議なし- 

 

◎ 数量はどれくらい必要か。 

□ ７００～８００個程度必要であると思われる。予算の範囲内で必要数

を作成できるよう業者と調整する。見積りの結果、予算の範囲内で作成

できない場合は、他の物品を検討する必要がある。 

 

-代替案は、タオル、ウエットティッシュ、除菌グッズ、鉢植えとする- 

 

（当番） 

 

 １０月２９日（土） 

  午前：金子委員、福岡委員、（木下委員） 

  午後：波多野委員、木下委員 

 １０月３０日（日） 

  午前：峰岸委員、山内委員、（木下委員）（松木委員） 

  午後：小栁委員、松木委員、（木下委員） 

 

□ 当番が難しい委員においても、空き時間等があれば是非足を運んでい

ただきたい。 

 

その他 

 

□ 第５回会議は、平成２８年１２月１５日（木）午後６時３０分から開

催する。場所については事務局から改めて通知する。 

 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

：■公  開                傍聴者：    ０ 人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

■開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課     協働推進部  協働推進課 （内線： ２４２ ） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


